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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　基地局装置との通信が不可能となる時刻情報を取得する時刻情報取得手段と、
　当該通信が不可能となる直前に在圏していたセルにおいて取得された該在圏するセルの
周辺のセルの識別子が含まれる周辺セル情報を、前記時刻情報とともに記憶する記憶手段
と、
　通信が可能となった基地局装置に、前記周辺セル情報及び時刻情報とを通知する通知手
段と
　を有する無線端末装置。
【請求項２】
　請求項１に記載の無線端末装置において、
　前記通信が可能となった基地局装置が、屋内基地局装置であるかを判定する判定手段
　を有し、
　前記通知手段は、前記通信が可能となった基地局装置が屋内基地局装置であると判定さ
れた場合に、前記周辺セル情報及び時刻情報を通知する無線端末装置。
【請求項３】
　請求項１又は２に記載の無線端末装置において、
　前記通知手段は、前記周辺セル情報及び時刻情報を含む位置登録要求を送信する無線端
末装置。
【発明の詳細な説明】
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【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムに関し、特に無線端末装置、屋内基地局装置及び制御装置
に関する。
【背景技術】
【０００２】
　緊急通報位置通知とは、携帯電話から警察（110番）、消防（119番）、海上保安庁（11
8番）へ緊急通報された際に緊急通報受理機関に対して、発信された場所に関する情報を
自動的に通知する機能のことである。
【０００３】
　移動通信キャリア（事業者）は、緊急通報が行われた場合には、発信者の位置情報を収
集し、緊急通報受理機関である警察、海上保安庁、消防に提供しなければならない。緊急
通報位置通知は、2007年4月より日本国内にて義務化されている。
【０００４】
　発信者の位置情報を取得する場合には、GPS(Global　Positioning　System)により取得
された位置情報や、基地局装置が設置されている位置の情報が使用される。携帯電話がGP
S信号を受信できる環境に位置する場合には、移動通信キャリアは、該携帯電話がGPS信号
を受信することにより特定した位置情報を、緊急通報機関に提供する。それ以外の環境で
は基地局装置の設置場所やその基地局装置が発する電波の到達範囲から特定される位置情
報を、移動通信キャリアは、緊急通報機関に提供する。
【０００５】
　海外における緊急通報時における位置情報の提供は、例えば米国ではE911法に従って行
われている。米国では、911番号の受付機関である緊急通信受付センタ(PSAP:　Public　S
afety　Answering　Point)に対して、発信者の位置を特定する情報の提供を義務付けてい
る。
【０００６】
　一方、近年、フェムトセル(femtocell)により、携帯電話サービスエリアを提供するこ
とが考えられている。フェムトセルとは、超小型で非常に出力が小さな基地局装置がカバ
ーする通話エリア（セル）である。該通話エリアは、例えば、半径数十メートル程度であ
る。フェムトセルでは、基地局装置は、屋内小型基地局と呼ばれてもよい。フェムトセル
では、携帯電話事業者に設置されたフェムトセル用のゲートウェイ(FGW:　Femtocell　Ga
teway)と、フェムトセル用の小型屋内基地局(femtoAP:　femtocell　Access　Point）と
が、IPブロードバンド回線を用いて接続される。例えば、IPブロードバンド回線には、AD
SL(Asymmetric　Digital　Subscriber　Line)やFTTH(Fiber　To　The　Home)などが含ま
れる。フェムトセルでは、マクロセルよりも良好な電波受信環境を提供できる。また、フ
ェムトセルでは、高速データ通信環境を提供できる。また、フェムトセルでは、ある特定
のユーザに対して周波数の独占を許容することにより、周波数の利用効率を向上させるこ
とができる。また、フェムトセルでは、携帯電話事業者による様々なサービス（以下、フ
ェムトセル・サービスと呼ぶ）の提供が検討されている。フェムトセル・サービスには、
定額制サービスの提供が含まれる。
【０００７】
　フェムトセルでは、IPブロードバンド回線が敷設されている環境であれば、容易にフェ
ムトセル・サービスを享受することが可能となる。例えば、該IPブロードバンド回線にフ
ェムトセル用の小型屋内基地局を接続することにより、容易にフェムトセル・サービスを
享受することが可能となる。また、フェムトセル用の小型屋内基地局は、フェムトセル・
サービスを享受するユーザ宅内に設置される。このため、フェムトセルでは、携帯電話事
業者の管理制限を緩和することができる。例えば、ユーザが、自由に小型屋内基地局の設
置場所を変更することが想定されている。また、例えば、ユーザが、自由に小型屋内基地
局の電源をON/OFFができることが想定されている。
【０００８】
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　ユーザが自由に小型屋内基地局の場所の移動ができることにより、携帯電話事業者にと
っては、小型屋内基地局の位置の管理方法が課題となる。つまり、ユーザは、携帯電話事
業者から、小型屋内基地局を購入若しくはレンタルする。そして、ユーザは、小型屋内基
地局を設置する。その後、小型屋内基地局の設置場所が変更される場合がある。例えば、
引越しが行われた場合が該当する。このような場合に、小型屋内基地局の位置の管理方法
が課題となる。
【非特許文献１】日経コミュニケーション、“3GSMで見えた通信サービスの新潮流「フェ
ムトセル」がFMCを変える“、２００７年３月１５日号
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００９】
　しかし、上述した背景技術には以下に示すような問題点がある。
【００１０】
　移動通信キャリアは、緊急通報が行われた場合には、該携帯電話がGPS信号を受信する
ことにより特定した位置情報を緊急通報機関に提供する。また、移動通信キャリアは、緊
急通報が行われた場合に、該携帯電話が接続する固定された基地局装置の設置場所の位置
情報を緊急通報機関に提供する場合もある。
【００１１】
　ここで、ユーザがフェムトセル・サービスを享受できる環境に位置する場合について説
明する。言い換えれば、該携帯電話が小型屋内基地局の発する電波により提供されるサー
ビスエリア内に位置登録されている場合が該当する。この場合、携帯電話は、GPS信号を
受信できる環境にいる場合には、緊急通報が行われた場合に、該GPS信号により特定され
た位置情報を携帯電話事業者に通知することができる。しかし、携帯電話がGPS信号を受
信できない環境にいる場合には問題が生じる。携帯電話がGPS信号を受信できない場合に
は、該携帯電話が発信したときに在圏しているセルの位置情報を、移動通信キャリアが緊
急通報機関に提供する。一般的に、携帯電話サービスでは、基地局装置が発する電波のエ
リアをセルと呼ぶ。また、携帯電話事業者は、基地局装置の位置情報を管理しなければな
らない。しかし、小型屋内基地局の場合には、前述したように、ユーザが、その設置場所
を変更することが想定される。また、小型屋内基地局の場合には、外部からの電波が完全
に到来しない環境での使用が想定される。従って、緊急通報が行われた場合に、該携帯電
話の位置情報を緊急通報機関に提供できるようにするには、小型屋内基地局自身が、自小
型屋内基地局が設置された場所を特定する必要がある。
【００１２】
　しかし、小型屋内基地局が、GPS信号はもとより、該小型屋内基地局が受信することが
できるエリアに設置された近隣のマクロセルからの電波をも受信できないことが想定され
る。ここで、マクロセルとは、屋外に設置された半径1km級のセルである。このような場
合、移動通信キャリアは、例えば、近隣セル情報と合わせて、小型屋内基地局の位置情報
を管理するのは困難である。
【００１３】
　このような環境に設置された小型屋内基地局により提供されるセルに在圏する携帯電話
から緊急通報が発信された場合、移動通信キャリアは、この小型屋内基地局の位置を特定
することができない。このため、移動通信キャリアは、緊急通報受理機関に対して位置情
報を提供できない。その結果、緊急活動に対して支障をきたす場合がある。
【００１４】
　本無線端末装置、屋内基地局装置及び制御装置は、上述した問題点に鑑みてなされたも
のであり、その目的は、GPS信号を受信することができない環境及び／又は隣接セル情報
を取得することができない環境に設置された場合においても、緊急通報が行われた場合に
、位置情報を通知できる確率を向上させることができる無線端末装置、屋内基地局装置及
び制御装置を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
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【００１５】
　上記課題を解決するため、この無線端末装置は、
　基地局装置との通信が不可能となる時刻情報を取得する時刻情報取得手段と、
　当該通信が不可能となる直前に在圏していたセルにおいて取得された該在圏するセルの
周辺のセルの識別子が含まれる周辺セル情報を、前記時刻情報とともに記憶する記憶手段
と、
　通信が可能となった基地局装置に、前記周辺セル情報及び時刻情報とを通知する通知手
段と
　を有する。
【発明の効果】
【００１８】
　開示の無線端末装置、屋内基地局装置及び制御装置によれば、GPS信号を受信すること
ができない環境及び／又は隣接セル情報を取得することができない環境に設置された場合
においても、緊急通報が行われた場合に、位置情報を通知できる確率を向上させることが
できる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１９】
　次に、本発明を実施するための最良の形態を、以下の実施例に基づき図面を参照しつつ
説明する。
なお、実施例を説明するための全図において、同一機能を有するものは同一符号を用い、
繰り返しの説明は省略する。
（第１の実施例）
　本実施例に係る無線通信システムについて、図１を参照して説明する。
【００２０】
　本実施例に係る無線通信システムは、無線端末装置１００を有する。無線端末装置１０
０は、後述する屋内基地局装置２００（２００１、２００２、２００３）と無線通信を行
う。無線端末装置１００は、GPS受信機を有するようにしてもよい。
【００２１】
　また、本実施例に係る無線通信システムは、屋内基地局装置２００（２００１、２００

２、２００３）を有する。屋内基地局装置２００は、後述するゲートウェイ装置４００と
、通信網３００を介して接続される。ここで、通信網３００には、ＩＰ網が含まれる。屋
内基地局装置２００は、例えばユーザ宅などの屋内に設置される。例えば、屋内基地局装
置２００は、小型基地局が含まれる。この小型基地局は、フェムトセルアクセスポイント
(femtoAP:　femtocell　Access　Point）と呼ばれてもよい。また、屋内基地局装置２０
０は、GPS受信機を有するようにしてもよい。
【００２２】
　また、本実施例に係る無線通信システムは、制御装置としてのゲートウェイ装置４００
を有する。ゲートウェイ装置４００は、屋内基地局装置２００と、無線端末装置１００の
位置を管理する。ゲートウェイ装置４００は、回線／パケット交換機５００と接続される
。回線／パケット交換機５００は、移動交換局(MSC:　mobile　switching　center)が含
まれる。また、回線／パケット交換機５００は、加入者ノード(SGSN:　serving　GPRS　s
upport　node)が含まれる。加入者ノードでは、在圏エリア内の移動加入者の加入者情報
が管理される。加入者情報には、提供可能なQoS(Quality　of　Service)サービスクラス
、接続可能な接続先情報、認証情報などが含まれる。
【００２３】
　本実施例に係るゲートウェイ装置４００について、図２を参照して説明する。
【００２４】
　ゲートウェイ装置４００は、接続処理部４０２を有する。接続処理部４０２は、屋内基
地局装置２００が通信網３００に接続された場合に、該屋内基地局装置２００との間で接
続処理を行う。例えば、接続処理部４０２は、IPsec(Security　Architecture　for　Int
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ernet　Protocol)により規定される接続処理を行う。IPsecは、暗号技術を用いて、IPパ
ケット単位でデータの改竄防止や秘匿機能を提供するプロトコルである。これによって、
暗号化をサポートしていないトランスポートやアプリケーションを用いても、通信路の途
中で通信内容を覗き見られたり改竄されたりすることを防止できる。IPsecは、AH(Authen
tication　Header)による完全性と認証機構、ESP(Encapsulated　Security　Payload)に
よるデータ暗号化などのセキュリティプロトコルの他、IKE(Internet　Key　Exchange　p
rotocol)などによる鍵交換が含まれる。例えば、接続処理部４０２は、IPsecにより規定
される接続処理の過程で、屋内基地局装置２００に対して、IPアドレスを割り当てる。例
えば、DHCP(Dynamic　Host　Configuration　Protocol)サーバにより、該屋内基地局装置
２００に払い出されたIPアドレスが割り当てられるようにしてもよい。
【００２５】
　また、ゲートウェイ装置４００は、位置登録部４０４を有する。位置登録部４０４は、
屋内基地局装置２００の位置登録情報を後述する屋内基地局装置用位置記憶部４０６に格
納する。位置登録情報には、屋内基地局装置２００固有の識別子が含まれる。屋内基地局
装置２００固有の識別子として、該屋内基地局装置２００のMACアドレス(Media　Access
　Control　address)を使用してもよい。また、屋内基地局装置２００固有の識別子とし
て、該屋内基地局装置２００に加入者識別モジュール(U-SIM:　Universal　Subscriber　
Identity　Module)カードが含まれる場合には、該加入者識別モジュールカードに格納さ
れている国際移動加入者識別ID(IMSI:　international　mobile　subscriber　identifie
r)を使用してもよい。また、位置登録情報には、屋内基地局装置２００との間に設定され
たIPsecに使用される上述したDHCPサーバから払い出されたIPアドレスが含まれる。
【００２６】
　また、位置登録情報には、ユーザが屋内基地局装置２００を購入した際に、事業者に申
告されたユーザの住所が含まれるようにしてもよい。また、位置登録情報には、ユーザが
屋内基地局装置２００をレンタルした際に、事業者に申告されたユーザの住所が含まれる
ようにしてもよい。ユーザは、屋内基地局装置２００を購入する場合又はレンタルする場
合に、該屋内基地局装置２００を設置する場所を申告する必要がある。この場所には、例
えば住所が含まれる。事業者は、申告された場所を、屋内基地局装置２００の固有の識別
子と対応付けて格納する。この処理は、屋内基地局装置２００がゲートウェイ装置４００
と接続される前に行われてもよい。また、位置登録情報には、屋内基地局装置２００によ
り受信されたGPS信号に基づいて特定された位置情報が含まれるようにしてもよい。また
、位置登録情報には、屋内基地局装置２００により受信された周辺セル情報が含まれるよ
うにしてもよい。
【００２７】
　また、位置登録部４０４は、屋内基地局装置２００のカバーするエリアに在圏する無線
端末装置１００の位置登録情報を後述する無線端末装置用位置記憶部４０８に格納する。
位置登録情報には、無線端末装置１００固有の識別子が含まれる。無線端末装置１００固
有の識別子として、該無線端末装置１００のMACアドレスを使用してもよい。また、無線
端末装置１００固有の識別子として、該無線端末装置１００に加入者識別モジュールカー
ドが含まれる場合には、該加入者識別モジュールカードに格納されている国際移動加入者
識別IDを使用してもよい。
【００２８】
　また、位置登録情報には、無線端末装置１００により受信された周辺セル情報が含まれ
るようにしてもよい。例えば、位置登録情報には、無線端末装置１００により通知された
周辺セル情報と時刻情報とが含まれる。この周辺セル情報は、該無線端末装置が取得した
周辺セル情報のうち、最新の周辺セル情報が含まれる。例えば、屋内基地局のカバーする
エリアに在圏する前に在圏していたセルで受信した周辺セル情報が含まれるようにしても
よい。また、時刻情報は、該最新の周辺セル情報が取得された時刻が含まれる。ここで、
ゲートウェイ装置４００が、時刻情報に基づいて、周辺セル情報の有効性を判断する観点
からは、時刻情報は、該周辺セル情報を取得したセルから出た時刻であるのが好ましい。
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例えば、他のセルにより周辺セル情報が取得され、該他のセルから出たことにより通信不
能になり、その後、屋内基地局装置２００と通信可能になる場合が想定される。この場合
、他のセルから出た時間の時刻情報が取得されるのが好ましい。
【００２９】
　また、位置登録情報には、無線端末装置１００が在圏していたセルの情報（以下、旧在
圏セル情報と呼ぶ）が含まれるようにしてもよい。例えば、位置登録情報には、旧在圏セ
ル情報と時刻情報とが含まれる。この旧在圏セル情報は、該無線端末装置が在圏していた
セルに対応する旧在圏セル情報のうち、最新の旧在圏セル情報としてもよい。例えば、屋
内基地局のカバーするエリアに在圏する前に在圏していたセルの旧在圏セル情報としても
よい。また、時刻情報は、該最新の旧在圏セル情報に在圏していた時刻が含まれる。ここ
で、ゲートウェイ装置４００が、時刻情報に基づいて、旧在圏セル情報の有効性を判断す
る観点からは、時刻情報は、該セルから出た時刻であるのが好ましい。例えば、他のセル
に在圏し、該他のセルから出たことにより通信不能になり、その後、屋内基地局装置２０
０と通信可能になる場合が想定される。この場合、他のセルから出た時間の時刻情報が取
得されるのが好ましい。
【００３０】
　また、位置登録情報には、無線端末装置１００により受信されたGPS信号に基づいて特
定された位置情報が含まれるようにしてもよい。また、位置登録情報には、無線端末装置
１００が在圏するセルの識別子、例えばセルIDが含まれるようにしてもよい。この場合、
セルの識別子とともにIPアドレスが含まれてもよい。ここで、無線端末装置１００が直接
ゲートウェイ装置４００に対して位置登録要求を行う場合には、IPアドレスは、無線端末
装置１００のIPアドレスとなる。また、無線端末装置１００が屋内基地局装置２００に対
して位置登録要求を行う場合には、IPアドレスは、屋内基地局装置２００のIPアドレスと
なる。
【００３１】
　また、ゲートウェイ装置４００は、屋内基地局装置用位置記憶部４０６を有する。屋内
基地局装置用位置記憶部４０６には、位置登録部４０４により入力された位置登録情報が
格納される。位置登録情報には、自ゲートウェイ装置４００に接続された屋内基地局装置
毎の位置登録情報が含まれる。例えば、屋内基地局装置用位置記憶部４０６には、図３に
示すように、各屋内基地局装置の位置登録情報が含まれる。各屋内基地局装置の位置登録
情報には、屋内基地局装置固有の識別子が含まれる。また、各屋内基地局装置の位置登録
情報には、各屋内基地局装置に対応するIPアドレスが含まれる。また、各屋内基地局装置
の位置登録情報には、各屋内基地局装置を購入又はレンタルした際に、事業者に申告され
た設置場所の住所が含まれる。また、各屋内基地局装置の位置登録情報には、各屋内基地
局装置においてGPS信号に基づいて特定された位置情報が含まれるようにしてもよい。ま
た、各屋内基地局装置の位置登録情報には、屋内基地局装置２００により受信された周辺
セル情報が含まれるようにしてもよい。屋内基地局装置用位置記憶部４０６では、屋内基
地局装置固有の識別子に、上述した複数の情報が括り付けられる。言い換えれば、上述し
た複数の情報は、屋内基地局装置固有の識別子に対応付けられる。図３では、GPS受信信
号により特定された位置情報及び周辺セル情報は、屋内基地局装置２００において取得で
きない場合があるので、破線で示されている。
【００３２】
　また、ゲートウェイ装置４００は、無線端末装置用位置記憶部４０８を有する。無線端
末装置用位置記憶部４０８には、位置登録部４０４により入力された位置登録情報が格納
される。位置登録情報には、自ゲートウェイ装置４００に接続された屋内基地局装置のカ
バーするエリアに在圏する無線端末装置毎の位置登録情報が含まれる。例えば、無線端末
装置用位置記憶部４０８には、図４に示すように、各無線端末装置の位置登録情報が含ま
れる。各無線端末装置の位置登録情報には、無線端末装置固有の識別子が含まれる。また
、各無線端末装置の位置登録情報には、各無線端末装置１００により通知された周辺セル
情報と時刻情報とが含まれる。また、各無線端末装置の位置登録情報には、各無線端末装
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置１００により通知された旧在圏セル情報と時刻情報とが含まれる。また、各無線端末装
置の位置登録情報には、各無線端末装置１００においてGPS信号に基づいて特定された位
置情報が含まれるようにしてもよい。また、各無線端末装置１００の位置登録情報には、
該無線端末装置１００が在圏するセルの識別子、例えばセルIDと、無線端末装置１００及
び基地局装置２００のうち、該セルIDを通知した装置のIPアドレスが含まれるようにして
もよい。無線端末装置用位置記憶部４０８では、無線端末装置固有の識別子に、上述した
複数の情報が括り付けられる。言い換えれば、上述した複数の情報は、無線端末装置固有
の識別子に対応付けられる。無線端末装置用位置記憶部４０８には、周辺セル情報と時刻
情報及び旧在圏セル情報と時刻情報のうち、一方が記憶されるようにしてもよい。
【００３３】
　また、ゲートウェイ装置４００は、緊急通報制御部４１０を有する。緊急通報制御部４
１０は、無線端末装置１００により緊急通報が行われた場合、緊急通報受理機関に対して
、発信された場所に関する情報を通知するための制御を行う。例えば、回線／パケット交
換機５００は、無線端末装置１００において緊急通報が行われた場合に、ゲートウェイ装
置４００に対して測位要求を行う。緊急通報制御部４１０は、回線／パケット交換機５０
０による測位要求に従って、緊急通報が行われた無線端末装置１００が在圏する屋内基地
局装置を特定する。そして、緊急通報制御部４１０は、屋内基地局装置用位置記憶部４０
６を参照し、該特定された屋内基地局装置に対応するGPS受信信号により特定された位置
情報が記憶されているかを判断する。そして、緊急通報制御部４１０は、該特定された屋
内基地局装置に対応するGPS受信信号により特定された位置情報が記憶されていると判断
した場合、該位置情報を、回線／パケット交換機５００に通知する。回線／パケット交換
機５００は、ゲートウェイ装置４００により通知された位置情報を緊急通報受理機関に通
知する。
【００３４】
　また、該特定された屋内基地局装置に対応するGPS受信信号により特定された位置情報
が記憶されていないと判断した場合、緊急通報制御部４１０は、該特定された基地局装置
に対応する周辺セル情報が記憶されているかを判断する。そして、緊急通報制御部４１０
は、該特定された屋内基地局装置に対応する周辺セル情報が記憶されていると判断した場
合、該周辺セル情報に基づいて、屋内基地局装置の位置を推定し、該推定された位置情報
を、回線／パケット交換機５００に通知する。回線／パケット交換機５００は、ゲートウ
ェイ装置４００により通知された位置情報を緊急通報受理機関に通知する。
【００３５】
　また、該特定された屋内基地局装置に対応する周辺セル情報が記憶されていないと判断
した場合、緊急通報制御部４１０は、無線端末装置用位置記憶部４０８を参照し、緊急通
報が行われた無線端末装置１００に対応するGPS受信信号により特定された位置情報が記
憶されているかを判断する。そして、緊急通報制御部４１０は、該無線端末装置１００に
対応するGPS受信信号により特定された位置情報が記憶されていると判断した場合、該位
置情報を、回線／パケット交換機５００に通知する。回線／パケット交換機５００は、ゲ
ートウェイ装置４００により通知された位置情報を緊急通報受理機関に通知する。
【００３６】
　また、該無線端末装置１００に対応するGPS受信信号により特定された位置情報が記憶
されていないと判断した場合、緊急通報制御部４１０は、該無線端末装置１００が在圏す
るセルのセルID、該セルIDを通知した装置のIPアドレスが記憶されているかを判断する。
そして、緊急通報制御部４１０は、該無線端末装置１００が在圏するセルのセルID、該セ
ルIDを通知した装置のIPアドレスが記憶されていると判断した場合、該セルのセルID、該
セルIDを通知した装置のIPアドレスに基づいて、無線端末装置の位置を推定し、該推定さ
れた位置情報を、回線／パケット交換機５００に通知する。回線／パケット交換機５００
は、ゲートウェイ装置４００により通知された位置情報を緊急通報受理機関に通知する。
【００３７】
　また、該無線端末装置１００が在圏するセルのセルID、該セルIDを通知した装置のIPア
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ドレスが記憶されていないと判断した場合、緊急通報制御部４１０は、該無線端末装置１
００により通知された周辺セル情報及び／又は旧在圏セル情報と時刻情報とが記憶されて
いるかを判断する。そして、緊急通報制御部４１０は、該無線端末装置１００により通知
された周辺セル情報及び／又は旧在圏セル情報と時刻情報とが記憶されている場合、該時
刻情報に基づいて、該時刻情報からの経過時間で移動できる距離が、屋内基地局装置のセ
ル半径以内であるか否かを判定する。セル半径以内であると判定した場合、緊急通報制御
部４１０は、周辺セル情報及び／又は旧在圏セル情報に基づいて、屋内基地局装置の位置
を推定し、該推定した位置情報を、回線／パケット交換機５００に通知する。回線／パケ
ット交換機５００は、ゲートウェイ装置４００により通知された位置情報を緊急通報受理
機関に通知する。一方、該無線端末装置１００により通知された周辺セル情報及び旧在圏
セル情報と時刻情報とが記憶されていない場合及びセル半径超であると判定した場合、緊
急通報制御部４１０は、位置の特定が不可能であることを、回線／パケット交換機５００
に通知する。回線／パケット交換機５００は、ゲートウェイ装置４００により通知された
位置の特定が不可能であることを示す情報を緊急通報受理機関に通知する。
【００３８】
　本実施例に係る屋内基地局装置２００について、図５を参照して説明する。屋内基地局
装置２００は、周辺セル情報受信部２０２を有する。周辺セル情報受信部２０２は、自屋
内基地局装置２００の周辺に位置する基地局装置により送信される報知情報を受信する。
例えば、報知情報には、該基地局装置のカバーするセルのID（セルID）が含まれる。自屋
内基地局装置２００の周辺に位置する基地局装置は、固定の基地局装置でもよいし、屋内
基地局でもよい。自屋内基地局装置２００の周辺に位置する基地局装置は、１つでもよい
し、複数でもよい。周辺セル情報受信部２０２は、報知情報を受信できた場合には、該報
知情報に含まれるセルIDを周辺セル情報として、後述する接続処理部２０４に入力する。
【００３９】
　屋内基地局装置２００は、接続処理部２０４を有する。接続処理部２０４は、ゲートウ
ェイ装置４００との間で接続処理を行う。この接続処理は、屋内基地局装置２００が通信
網３００に接続された場合に行われる。また、この接続処理は、IPsecにより規定される
処理が含まれる。例えば、接続処理では、図６に示すように、IPsecにより規定される接
続処理において、DHCP６００によりIPアドレスが払い出される。払い出されたIPアドレス
がゲートウェイ装置４００から屋内基地局装置２００に通知される。屋内基地局装置２０
０の接続処理部２０４は、通知されたIPアドレスを、後述する記憶部２０８に格納する。
また、接続処理部２０４は、ゲートウェイ装置４００に、屋内基地局装置登録要求を送信
する。この屋内基地局装置登録要求には、該屋内基地局装置固有のIDと屋内基地局装置の
IPアドレスが含まれる。また、周辺セル情報受信部２０２により周辺セル情報が入力され
た場合には、接続処理部２０４は、屋内基地局装置登録要求に、該周辺セル情報を含めて
送信するようにしてもよい。また、後述するGPS受信装置２０６により位置情報が入力さ
れている場合には、接続処理部２０４は、屋内基地局装置登録要求に、GPS受信装置２０
６により入力された位置情報を含めて送信するようにしてもよい。
【００４０】
　ゲートウェイ装置４００は、屋内基地局装置２００により送信された屋内基地局装置登
録要求に含まれる屋内基地局装置固有IDとIPアドレスを屋内基地局装置用位置記憶部４０
６に格納する。また、ゲートウェイ装置４００は、屋内基地局装置登録要求にGPS信号に
より特定された位置情報が含まれる場合には、該位置情報を屋内基地局装置用位置記憶部
４０６に格納する。また、ゲートウェイ装置４００は、屋内基地局装置登録要求に周辺セ
ル情報が含まれる場合には、該周辺セル情報に含まれるセルのIDを屋内基地局装置用位置
記憶部４０６に格納する
　屋内基地局装置２００は、GPS受信装置２０６を有する。GPS受信装置２０６は、GPS衛
星により送信されるGPS信号を受信する。そして、GPS受信装置２０６は、GPS信号を受信
できた場合に、該受信したGPS信号に基づいて、屋内基地局装置２００の位置を特定する
。GPS受信装置２０６は、特定された屋内基地局装置２００の位置情報を接続処理部２０



(9) JP 5200595 B2 2013.6.5

10

20

30

40

50

４に入力する。
【００４１】
　屋内基地局装置２００は、記憶部２０８を有する。記憶部２０８には、屋内基地局装置
固有のIDが格納される。屋内基地局装置固有のIDとして、該屋内基地局装置２００のMAC
アドレスを使用してもよい。また、屋内基地局装置固有のIDとして、該屋内基地局装置２
００に、加入者識別モジュールカードが含まれる場合には、該加入者識別モジュールカー
ドに格納されている国際移動加入者識別IDを使用してもよい。また、記憶部２０８には、
DHCP６００により払い出されたIPアドレスが格納される。
【００４２】
　本実施例に係る無線端末装置１００について、図７及び図８を参照して説明する。
【００４３】
　無線端末装置１００は、屋内基地局装置２００から報知されるセルIDを受信する。また
、無線端末装置１００は、屋内基地局装置２００に位置登録を要求する。この場合、無線
端末装置１００は、屋内基地局装置２００、或いはゲートウェイ装置４００に対して位置
登録要求を実施する。言い換えれば、屋内基地局装置２００は、無線通信装置１００によ
る位置登録要求を、一度終端するようにしてもよい。
【００４４】
　屋内基地局装置２００が無線端末装置１００からの位置登録要求を終端しない場合につ
いて説明する。位置登録要求には、無線端末装置１００の固有の識別子と屋内基地局装置
から報知されたセルIDが含まれる。ゲートウェイ装置４００は、無線端末装置１００から
送信された位置登録要求に含まれるセルIDと、この位置登録要求が含まれるIPパケットの
送信元IPアドレスとを格納する。例えば、ゲートウェイ装置４００は、無線端末装置用位
置記憶部４０８に、無線端末装置１００固有の識別子に括り付けられる情報として、該セ
ルIDと送信元IPアドレスとして、無線端末装置１００のIPアドレスとを格納する。この方
法は、屋内基地局装置２００が、無線端末装置１００の位置登録要求を終端する場合にお
いても適用できる。
【００４５】
　屋内基地局装置２００が無線端末装置１００の位置登録要求を終端する場合について説
明する。位置登録要求には、無線端末装置１００の固有の識別子と屋内基地局装置から報
知されたセルIDが含まれる。ゲートウェイ装置４００は、無線端末装置１００から送信さ
れた位置登録要求に含まれるセルIDと、この位置登録要求が含まれるIPパケットの送信元
IPアドレスとを格納する。例えば、ゲートウェイ装置４００は、無線端末装置用位置記憶
部４０８に、無線端末装置１００固有の識別子に括り付けられる情報として、該セルIDと
送信元IPアドレスとして、屋内基地局装置２００のIPアドレスとを格納する。
【００４６】
　屋内基地局装置２００が、無線端末装置１００からの位置登録要求を終端する／しない
に関わらず、屋内基地局装置２００がGPS信号により特定される位置情報及び／又は周辺
セル情報を受信できる場合には、位置登録要求に、この情報を含めるようにしてもよい。
ここで、周辺セル情報には、周辺のセルの識別子が含まれる。周辺セルには、屋外基地局
のカバーするセルであっても、屋内基地局のカバーするセルであってもよい。位置を特定
する観点からは、周辺セルには、屋外基地局のカバーするセルであるのが好ましい。この
ようにすることにより、ゲートウェイ装置４００は、取得した屋内基地局装置値のIPアド
レスから、屋内基地局装置用位置記憶部４０６を検索し、該当する屋内基地局装置の位置
登録情報から必要な情報を取得することができる。この場合、該当する屋内基地局装置に
対応するGPS信号により特定された位置情報や周辺屋外セル情報が格納されていた場合に
はこれを取得することができる。これは、屋内基地局装置のIPアドレスが、DHCPサーバ６
００により払い出されたIPsec用のIPアドレスであるため、屋内基地局装置を特定しうる
情報として使用することができるためである。従って、上述した情報を屋内基地局固有の
識別子に括り付けるようにしてもよいし、IPアドレスに括り付けるようにしてもよい。
【００４７】
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　無線端末装置１００は、緊急通報を実施する際に通信網より要求される位置情報取得要
求に対して位置情報を通知する。ここで、無線端末装置１００が、屋内基地局装置２００
によりカバーされるエリアに在圏する場合には、位置情報取得要求が通信網より要求され
ても、GPS信号や周辺に位置する屋外セルの周辺セル情報を受信できない環境にいる場合
がある。同様に、屋内基地局装置２００においても、GPS信号や周辺に位置する屋外セル
のセル情報が受信できない環境に設置されている場合がある。このような場合には、無線
端末装置１００及び／又は屋内基地局装置２００のIPアドレスによる仮想的な位置は分か
っても、実際の物理的な位置を特定することができない。
【００４８】
　そこで、本実施例に係る無線端末装置１００は、図７に示すように、最新の位置情報取
得状況、言い換えれば屋内基地局装置２００に位置登録をする前に取得していた旧在圏セ
ル情報及び／又は周辺屋外セル情報を、時刻情報と共に保持する。図７には、旧在圏セル
情報及び周辺屋外セル情報が示されているが一方でもよい。例えば、時刻情報を基地局装
置から報知することにより、無線端末装置１００は、時刻情報を自動的に補正する。この
ようにすることにより、無線端末装置１００において、移動通信網側で管理する時刻情報
と同期をとることができる。具体的には、秒オーダでの同期が可能である。移動通信網側
と無線端末装置１００との間で、秒オーダで同期させることにより、該同期により生じる
誤差は、緊急通報を行う上で問題とはならない。つまり、数秒程度で移動できる物理的な
距離は短いため、該数秒程度の誤差で生じる位置ズレは問題とはならない。言い換えれば
、無線端末装置１００の有する時刻情報に基づいて、取得された位置情報は、信頼し得る
位置情報として使用できる範囲内であると言える。
【００４９】
　時刻情報は、旧在圏セル情報及び／又は周辺セル情報の有効性の判断に使用される。例
えば、基地局装置２００は、無線端末装置１００により通知された旧在圏セル情報及び／
又は周辺セル情報に対応する時刻情報に基づいて、旧在圏セル情報及び／又は周辺セル情
報の有効性の判断を行う。例えば、屋内基地局装置２００は、それぞれの時刻情報に基づ
いて、旧在圏セル情報及び／又は周辺セル情報の有効性の判断を行う。これは、無線端末
装置１００が、屋外基地局装置から屋内基地局装置２００へ移動する際に、一定時間以上
の電波受信不可区間を経由する場合があるためである。例えば、ゲートウェイ装置４００
は、電波受信不可区間を経由した時間が数秒程度である場合には、屋内基地局装置からさ
ほど離れていない基地局装置から移動してきたと判定する。一方、無線端末装置１００が
位置登録を実施した際に、該位置登録要求に含まれる時刻情報から一定時間以上経過して
いる場合には、屋内基地局装置から遠い基地局装置から移動してきたと判定する。この場
合、該旧在圏セル情報及び／又は周辺セル情報は利用できないとする。例えば、旧在圏セ
ル情報及び／又は周辺セル情報による位置特定は不可能であると判断する。このような位
置登録要求に含まれる時刻情報から一定時間以上経過している場合には、例えば電源を切
ったまま屋内基地局装置によりカバーされるエリアに移動し、そこで電源を投入した場合
が挙げられる。
【００５０】
　無線端末装置１００は、受信処理部１０４を有する。受信処理部１０４は、自無線端末
装置１００の在圏するエリアをカバーする基地局装置により送信される報知情報を受信す
る。例えば、報知情報には、該基地局装置のカバーするセルのID（セルID）が含まれる。
自無線端末装置１００の在圏するエリアをカバーする基地局装置は、固定の基地局装置で
もよいし、屋内基地局装置でもよい。受信処理部１０４は、報知情報を受信できた場合に
は、該報知情報に含まれるセルIDを旧在圏セル情報として、時刻情報とともに、後述する
記憶部１１０に格納する。また、受信処理部１０４は、自無線端末装置１００の在圏する
エリアをカバーする基地局装置の周辺に位置する基地局装置により送信される報知情報を
受信する。例えば、報知情報には、該基地局装置のカバーするセルのID（セルID）が含ま
れる。自無線端末装置１００の在圏するエリアをカバーする基地局装置の周辺に位置する
基地局装置は、固定の基地局装置でもよいし、屋内基地局装置でもよい。自無線端末装置
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１００の周辺に位置する基地局装置は、１つでもよいし、複数でもよい。受信処理部１０
４は、報知情報を受信できた場合には、該報知情報に含まれるセルIDを周辺セル情報とし
て、時刻情報とともに、後述する記憶部１１０に格納する。また、受信処理部１０４は、
DHCPサーバ６００により払い出されたIPアドレスを受信する。そして、受信処理部１０４
は、受信したIPアドレスを後述する記憶部１１０に格納する。
【００５１】
　無線端末装置１００は、接続処理部１０６を有する。接続処理部１０６は、屋内基地局
装置２００との間での接続処理を行う。
【００５２】
　無線端末装置１００は、位置登録部１０８を有する。位置登録部１０８は、図９に示す
ように、屋内基地局装置２００又はゲートウェイ装置４００に対して無線端末装置位置登
録要求を行う。この無線端末装置位置登録要求には、無線端末装置固有のID、セルID及び
無線端末装置１００のIPアドレスが含まれる。また、無線端末装置位置登録要求には、無
線端末装置１００により受信されたGPS信号に基づいて特定された位置情報が含まれるよ
うにしてもよい。また、無線端末装置位置登録情報には、無線端末装置１００により受信
された旧在圏セル情報及び時刻情報が含まれるようにしてもよい。また、無線端末装置位
置登録情報には、無線端末装置１００により受信された周辺セル情報及び時刻情報が含ま
れるようにしてもよい。無線端末装置位置登録要求に含まれる情報は、ゲートウェイ装置
４００の無線端末装置用位置記憶部４０８に格納される。
【００５３】
　無線端末装置１００は、GPS受信装置１１２を有する。GPS受信装置１１２は、GPS衛星
により送信されるGPS信号を受信する。そして、GPS受信装置１１２は、GPS信号を受信で
きた場合に、該受信したGPS信号に基づいて、無線端末装置１００の位置を特定する。GPS
受信装置１１２は、特定された無線端末装置１００の位置情報を接続処理部１０８に入力
する。
【００５４】
　無線端末装置１００は、記憶部１１０を有する。記憶部１１０には、無線端末装置固有
のIDが格納される。無線端末装置固有のIDとして、該無線端末装置１００のMACアドレス
を使用してもよい。また、無線端末装置固有のIDとして、該線端末装置１００に、加入者
識別モジュールカードが含まれる場合には、該加入者識別モジュールカードに格納されて
いる国際移動加入者識別IDを使用してもよい。また、記憶部１１０には、DHCP６００によ
り払い出されたIPアドレスが格納される。また、記憶部１１０には、受信処理部１０４に
より入力されたIPアドレスが格納される。また、記憶部１１０には、受信処理部１０４に
より旧在圏セル情報が入力された場合には、該旧在圏セル情報が時刻情報とともに格納さ
れる。また、記憶部１１０には、受信処理部１０４により周辺セル情報が入力された場合
には、該周辺セル情報が時刻情報とともに格納される。
【００５５】
　本実施例に係るゲートウェイ装置４００の動作について、図１０を参照して説明する。
【００５６】
　ゲートウェイ装置４００は、測位要求が行われたかを判断する（ステップＳ１００２）
。例えば、緊急通報制御部４１０は、回線／パケット交換機５００から測位要求が行われ
たかを判断する。
【００５７】
　測位要求が行われた場合（ステップＳ１００２：ＹＥＳ）、ゲートウェイ装置４００は
、緊急通報が行われた無線端末装置１００の在圏する屋内基地局装置を特定する（ステッ
プＳ１００４）。例えば、緊急通報制御部４１０は、無線端末装置固有のIDと該無線端末
装置固有のIDに対応付けられたセルIDに基づいて、該無線端末装置の在圏する屋内基地局
装置を特定する。測位要求が行われない場合（ステップＳ１００２：NO）、ステップＳ１
００２に戻り、測位要求が行われるまで待機する。
【００５８】



(12) JP 5200595 B2 2013.6.5

10

20

30

40

50

　ゲートウェイ装置４００は、屋内基地局装置用位置記憶部４０６に記憶された情報のう
ち、該特定された屋内基地局装置に対応する情報に基づいて、該屋内基地局装置の位置情
報の取得が可能であるかを判断する（ステップＳ１００６）。例えば、屋内基地局装置用
位置記憶部４０６に記憶された情報のうち、該特定された屋内基地局装置に対応するGPS
受信信号により特定された位置情報が格納されている場合には、該屋内基地局装置の位置
情報の取得が可能であると判断する。また、例えば、屋内基地局装置用位置記憶部４０６
に記憶された情報のうち、該特定された屋内基地局装置に対応する周辺セル情報が格納さ
れている場合には、該屋内基地局装置の位置情報の取得が可能であると判断する。
【００５９】
　屋内基地局装置用位置記憶部４０６に記憶された情報のうち、該特定された屋内基地局
装置に対応する情報に基づいて、該屋内基地局装置の位置情報の取得が可能であると判断
した場合（ステップＳ１００６：ＹＥＳ）、ゲートウェイ装置４００は、位置情報を取得
する（ステップＳ１００８）。例えば、緊急通報制御部４１０は、GPS受信信号により特
定された位置情報を取得する。また、緊急通報制御部４１０は、該特定された屋内基地局
装置に対応する周辺セル情報に基づいて、位置情報を推定する。
【００６０】
　ゲートウェイ装置４００は、取得した位置情報を通知する（ステップＳ１０１０）。例
えば、緊急通報制御部４１０は、回線／パケット交換機５００に取得した位置情報を通知
する。
【００６１】
　ステップＳ１００６において、屋内基地局装置用位置記憶部４０６に記憶された情報の
うち、該特定された屋内基地局装置に対応する情報に基づいて、該屋内基地局装置の位置
情報の取得が可能であると判断されない場合（ステップＳ１００６：ＮＯ）、ゲートウェ
イ装置４００は、無線端末装置用位置記憶部４０８に記憶された情報のうち、緊急通報が
行われた無線端末装置に対応する情報に基づいて、該無線端末装置の位置情報の取得が可
能であるかを判断する（ステップＳ１０１２）。例えば、無線端末装置用位置記憶部４０
８に記憶された情報のうち、該無線端末装置に対応するGPS受信信号により特定された位
置情報が格納されている場合には、該無線端末装置の位置情報の取得が可能であると判断
する。また、例えば、無線端末装置用位置記憶部４０８に記憶された情報のうち、該無線
端末装置に対応する旧在圏セル及び／又は周辺セル情報が時刻情報とともに格納されてい
る場合には、該時刻情報に基づいて、該時刻情報からの経過時間で移動できる距離が、基
地局装置のセル半径以内であるか否かを判定する。そして、セル半径以内であると判定し
た場合、該無線端末装置１００の位置情報の取得が可能であると判断する。ここで、時刻
情報により、屋外基地局から屋内基地局への移動に時間がかかった場合、言い換えれば、
該時刻情報からの経過時間で移動できる距離が、基地局装置のセル半径超である場合、そ
のセル半径を超過した距離に応じて、旧在圏セル情報に基づいて位置情報を取得するか、
周辺セル情報に基づいて位置情報を取得するかを判定するようにしてもよい。例えば、そ
のセル半径と超過した距離が所定の閾値以上である場合、旧在圏セル情報に基づいて取得
される位置情報では精度を確保できないとし、周辺セル情報に基づいて位置情報を取得す
るようにしてもよい。ここで、所定の閾値は、旧在圏セル情報に基づいて位置情報を求め
た場合に、該位置情報の精度が確保されていると判断できる場合の距離である。ここでは
、セル半径を超過した距離に応じて判断する場合について説明したが、セル半径を移動す
る時間を超過した時間に基づいて判断するようにしてもよい。
【００６２】
　無線端末装置用位置記憶部４０８に記憶された情報のうち、該無線端末装置に対応する
情報に基づいて、該無線端末装置の位置情報の取得が可能であると判断した場合（ステッ
プＳ１０１２：ＹＥＳ）、ゲートウェイ装置４００は、無線端末装置の位置情報を取得す
る（ステップＳ１０１４）。例えば、緊急通報制御部４１０は、GPS受信信号により特定
された位置情報を取得する。また、緊急通報制御部４１０は、該無線端末装置１００に対
応する周辺セル情報に基づいて、位置情報を推定する。
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【００６３】
　ゲートウェイ装置４００は、取得した位置情報を通知する（ステップＳ１０１６）。例
えば、緊急通報制御部４１０は、回線／パケット交換機５００に取得した位置情報を通知
する。
【００６４】
　ステップＳ１０１２において、無線端末装置用位置記憶部４０８に記憶された情報のう
ち、該無線端末装置に対応する情報に基づいて、該無線端末装置の位置情報の取得が可能
であると判断されない場合（ステップＳ１０１２：ＮＯ）、ゲートウェイ装置４００は、
無線端末装置の位置情報を取得できないことを通知する（ステップＳ１０１８）。例えば
、緊急通報制御部４１０は、回線／パケット交換機５００に無線端末装置の位置情報を取
得できないことを通知する。
【００６５】
　本実施例では、屋内基地局装置用位置記憶部４０６に記憶された情報、無線端末装置用
位置記憶部４０８に記憶された情報の順に、該情報に基づいて、位置情報を取得できるか
が判断される。これは、屋内基地局装置用位置記憶部４０６に記憶された情報により特定
される位置情報が、無線端末装置用位置記憶部４０８に記憶された情報により特定される
位置情報よりも確からしいと推定できるためである。このようにすることにより、緊急通
報受理期間に対して、確かな位置情報を通知できる。
【００６６】
　本実施例に係る屋内基地局装置２００の動作について、図１１を参照して説明する。
【００６７】
　屋内基地局装置２００は、通信網３００に接続されたかを判断する（ステップＳ１１０
２）。例えば、接続処理部２０４は、通信網３００を介して、ゲートウェイ装置４００に
接続されたかを判断する。
【００６８】
　通信網に接続されていないと判断された場合（ステップＳ１１０２：ＮＯ）、接続され
るまで待機する。一方、通信網に接続されていると判断された場合（ステップＳ１１０２
：ＹＥＳ）、ゲートウェイ装置４００との間で、接続処理が行われる（ステップＳ１１０
４）。例えば、IPsecにより規定される接続処理が行われる。
【００６９】
　屋内基地局装置２００は、DHCPサーバ６００により払い出されるIPアドレスを格納する
（ステップＳ１１０６）。例えば、接続処理部２０４は、DHCPサーバ６００により払い出
されたIPアドレスを記憶部２０８に格納する。
【００７０】
　屋内基地局装置２００は、ゲートウェイ装置４００に、屋内基地局装置登録要求を送信
する（ステップＳ１１０８）。この屋内基地局装置登録要求には、該屋内基地局装置のIP
アドレスと、屋内基地局装置固有のIDが含まれる。また、周辺セル情報受信部２０２によ
り周辺セル情報が取得された場合には、該屋内基地局装置登録要求には、該周辺セル情報
が含まれるようにしてもよい。また、GPS受信装置２０６により位置情報が取得されてい
る場合には、屋内基地局装置登録要求には、GPS受信装置２０６により入力された位置情
報が含まれるようにしてもよい。
【００７１】
　本実施例に係る無線端末装置１００の動作について、図１２を参照して説明する。
【００７２】
　無線端末装置１００は、周辺セル情報を受信する（ステップＳ１２０２）。例えば、無
線端末装置１００は、在圏するセル以外のセルから送信される報知情報を受信することに
より、周辺セル情報を取得する。報知情報には、該報知情報を送信する基地局装置のセル
ＩＤが含まれる。ここで、基地局装置には、固定されて設置された基地局装置が含まれる
。該報知情報は、送受共用部１０２を介して、受信処理部１０４に入力される。
【００７３】
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　無線端末装置１００は、電波の受信が不可能であるかを判断する（ステップＳ１２０４
）。例えば、受信処理部１０４は、在圏する基地局装置から送信される電波の受信が不可
能であるかを判断する。
【００７４】
　電波の受信が不可能であると判断されない場合（ステップＳ１２０４：ＮＯ）、ステッ
プＳ１２０２に戻る。受信処理部１０４は継続して周辺セル情報を受信する。一方、電波
の受信が不可能であると判断された場合（ステップＳ１２０４：ＹＥＳ）、無線端末装置
１００は、時刻情報を取得する（ステップＳ１２０６）。例えば、受信処理部１０４は、
該時刻情報とともに周辺セル情報を記憶部１１０に格納する。また、例えば、受信処理部
１０４は、該時刻情報とともに在圏セル情報を旧在圏セル情報として、記憶部１１０に格
納するようにしてもよい。このようにすることにより、ゲートウェイ装置４００は、時刻
情報に基づいて、旧在圏セル情報及び／又は周辺セル情報の有効性を判断することができ
る。
【００７５】
　無線端末装置１００は、電波の受信が可能であるかを判断する（ステップＳ１２０８）
。例えば、受信処理部１０４は、これまで在圏していた基地局装置とは異なる基地局装置
から送信される電波の受信が可能であるかを判断する。ここで、これまで在圏していた基
地局装置とは異なる基地局装置には、屋内基地局装置が含まれる。
【００７６】
　電波の受信が可能であると判断されない場合（ステップＳ１２０８：ＮＯ）、ステップ
Ｓ１２０８に戻る。そして、電波の受信が可能になるまで待機する。一方、電波の受信が
可能であると判断される場合（ステップＳ１２０８：ＹＥＳ）、無線端末装置１００は、
無線端末装置位置登録要求を行う（ステップＳ１２１０）。この無線端末装置位置登録要
求には、無線端末装置固有のID、セルID及び無線端末装置１００のIPアドレスが含まれる
。また、無線端末装置位置登録要求には、無線端末装置１００により受信されたGPS信号
に基づいて特定された位置情報が含まれるようにしてもよい。また、無線端末装置位置登
録情報には、無線端末装置１００により受信された周辺セル情報及び時刻情報が含まれる
ようにしてもよい。また、無線端末装置位置登録情報には、無線端末装置１００の旧在圏
セル情報及び時刻情報が含まれるようにしてもよい。ここで、無線端末装置１００は、通
信が可能となった場合に、その通信が可能となった基地局装置が屋内基地局装置であるか
を判断するようにしてもよい。例えば、無線端末装置１００は、受信した電波に載せられ
ているセルＩＤに基づいて判断するようにしてもよい。そして、無線端末装置１００は、
通信が可能となった基地局装置が屋内基地局装置であると判定された場合に、周辺セル情
報及び時刻情報を通知するようにしてもよい。
【００７７】
　本実施例に係る無線通信システムの動作について、図１３を参照して説明する。
【００７８】
　屋内基地局装置２００のサービスエリアに位置登録をしている状況において、無線端末
装置１００から緊急通報の発信が行われた場合には以下の処理が行われる。
【００７９】
　無線端末装置１００は、緊急通報発信要求を行う。この緊急通報発信要求は、回線／パ
ケット交換機５００に含まれる回線交換機に受信される（ステップＳ１３０２）。
【００８０】
　回線交換機は、受信した緊急通報発信要求に従って、緊急通報受理機関に対して、緊急
通報接続要求を行う（ステップＳ１３０４）。また、回線交換機は、受信した緊急通報発
信要求に従って、ゲートウェイ装置４００に対して測位要求を行う（ステップＳ１３０６
）。
【００８１】
　ゲートウェイ装置４００は、回線交換機による測位要求に従って測位を行う。そして、
ゲートウェイ装置４００は、測位応答を回線交換機に送信する（ステップＳ１３０８）。
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この測位応答には、測位が行われた場合には位置情報が含まれる。また、この測位応答に
は、測位を行うことができなかった場合には、測位ができなかったことを示す情報が含ま
れる。
【００８２】
　回線交換機は、ゲートウェイ装置４００により送信された測位応答を受信し、位置情報
通知信号として、パケット交換機に送信する。パケット交換機は、回線交換機により送信
された位置情報通知信号を緊急通報受理機関に送信する（ステップＳ１３１０）。
【００８３】
　本実施例によれば、特定箇所に固定されずに移動される可能性のある屋内基地局装置に
よりサービスが提供されるエリアに在圏する無線端末装置からの緊急通報をした場合にお
いても、移動通信事業者は、高い確度での位置情報の通知を緊急通報機関に行うことがで
きる。
【００８４】
　また、GPS信号が受信できない環境で、且つ周辺セル情報を取得できない場所に設置さ
れた屋内基地局装置の位置を特定することができる。
【００８５】
　上述した実施例では、ゲートウェイ装置４００が、屋内基地局装置用位置記憶部４０６
及び無線端末装置用位置記憶部４０８を有する場合について説明した。しかし、屋内基地
局装置用位置記憶部４０６及び無線端末装置用位置記憶部４０８を、それぞれ屋内基地局
装置用位置記憶サーバ及び無線端末装置用位置記憶サーバとして、ゲートウェイ装置４０
０の外部に設置するようにしてもよい。
【００８６】
　以上の実施例を含む実施形態に関し、更に、以下の付記を開示する。
（付記１）
　基地局装置との通信が不可能となる時刻情報を取得する時刻情報取得手段と、
　当該通信が不可能となる直前に在圏していたセルにおいて取得された該在圏するセルの
周辺のセルの識別子が含まれる周辺セル情報を、前記時刻情報とともに記憶する記憶手段
と、
　通信が可能となった基地局装置に、前記周辺セル情報及び時刻情報とを通知する通知手
段と
　を有する無線端末装置。
（付記２）
　付記１に記載の無線端末装置において、
　前記通信が可能となった基地局装置が、屋内基地局であるかを判定する判定手段
　を有し、
　前記通知手段は、前記通信が可能となった基地局装置が屋内基地局装置であると判定さ
れた場合に、前記周辺セル情報及び時刻情報を通知する無線端末装置。
（付記３）
　付記１又は２に記載の無線端末装置において、
　前記通知手段は、前記周辺セル情報及び時刻情報を含む位置登録要求を送信する無線端
末装置。
（付記４）
　付記３に記載の無線端末装置において、
　GPS衛星により送信されるGPS信号を受信するGPS受信手段と、
　前記GPS信号に基づいて、自基地局装置が設置された位置情報を取得する前記位置情報
取得手段と
　を有し、
　前記通知手段は、前記位置情報を含む位置登録要求を送信する無線端末装置。
（付記５）
　自基地局装置が設置された位置情報を取得する位置情報取得手段と、
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　上位局に対して、位置登録要求を行う位置登録要求手段
　を有し、
　前記位置登録要求手段は、前記位置情報取得手段により位置情報が取得された場合には
、該位置情報を含む位置登録要求を送信する屋内基地局装置。
（付記６）
　付記５に記載の屋内基地局装置において、
　前記位置登録要求には、屋内基地局装置に対して割り当てられたIPアドレスが含まれる
屋内基地局装置。
（付記７）
　付記５又は６に記載の屋内基地局装置において、
　GPS衛星により送信されるGPS信号を受信するGPS受信手段
　を有し、
　前記位置情報取得手段は、前記GPS信号に基づいて、自屋内基地局装置が設置された位
置情報を取得する屋内基地局装置。
（付記８）
　付記５又は６に記載の屋内基地局装置において、
　他のセルにより送信される該セルの識別子が含まれる周辺セル情報を取得する周辺セル
情報取得手段
　を有し、
　前記位置情報取得手段は、前記周辺セル情報に基づいて、自屋内基地局装置が設置され
た位置情報を推定する屋内基地局装置。
（付記９）
　上位局装置は、無線端末装置による緊急通報に基づいて、該無線端末装置の位置の測位
要求を行い、
　前記測位要求に基づいて、前記緊急通報を行った無線端末装置の在圏する屋内基地局装
置を特定し、該特定された屋内基地局装置の位置情報が取得可能であるかを判断する屋内
基地局装置位置判断手段と、
　前記屋内基地局装置位置判断手段において、該特定された屋内基地局装置の位置情報が
取得可能であると判断されない場合に、無線端末装置の位置情報が取得可能であるかを判
断する無線端末装置位置判断手段と、
　前記屋内基地局装置位置判断手段又は無線端末装置位置判断手段による判断結果に基づ
いて、位置情報を取得する位置情報取得手段と、
　前記位置情報取得手段により取得された位置情報を含む測位応答を生成する測位応答生
成手段と
　を有する制御装置。
（付記１０）
　付記９に記載の制御装置において、
　前記屋内基地局装置位置判断手段は、前記屋内基地局装置により送信された位置登録要
求に、該屋内基地局装置の有するGPS受信装置により取得された位置情報が含まれる場合
に、該特定された屋内基地局装置の位置情報が取得可能であると判断する制御装置。
（付記１１）
　付記９に記載の制御装置において、
　前記屋内基地局装置位置判断手段は、前記屋内基地局装置により送信された位置登録要
求に、該屋内基地局装置により取得された周辺セル情報が含まれる場合に、該特定された
屋内基地局装置の位置情報が取得可能であると判断する制御装置。
（付記１２）
　付記９に記載の制御装置において、
　前記無線端末装置位置判断手段は、前記無線端末装置により送信された位置登録要求に
、該無線端末装置の有するGPS受信装置により取得された位置情報が含まれる場合に、該
無線端末装置の位置情報が取得可能であると判断する制御装置。
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（付記１３）
　付記９に記載の制御装置において、
　前記無線端末装置位置判断手段は、前記無線端末装置により送信された位置登録要求に
、該無線端末装置により取得された周辺セル情報及び時刻情報が含まれ、該時刻情報から
の経過時間で移動できる距離が、屋内基地局装置のセル半径以内である場合に該無線端末
装置の位置情報が取得可能であると判断する制御装置。
（付記１４）
　上位局装置は、無線端末装置による緊急通報に基づいて、該無線端末装置の位置の測位
要求を行い、
　前記測位要求に基づいて、前記緊急通報を行った無線端末装置の在圏する屋内基地局装
置を特定し、該特定された屋内基地局装置の位置情報が取得可能であるかを判断する屋内
基地局装置位置判断手段と、
　前記屋内基地局装置位置判断手段において、該特定された屋内基地局装置の位置情報が
取得可能であると判断されない場合に、無線端末装置の位置情報が取得可能であるかを判
断する無線端末装置位置判断手段と、
　前記屋内基地局装置位置判断手段又は無線端末装置位置判断手段による判断結果に基づ
いて、位置情報を取得する位置情報取得手段と、
　前記位置情報取得手段により取得された位置情報を含む測位応答を生成する測位応答生
成手段と
　を有する無線通信システム。
（付記１５）
　上位局装置が、無線端末装置による緊急通報に基づいて、該無線端末装置の位置の測位
要求を行うステップと、
　制御装置が、前記測位要求に基づいて、前記緊急通報を行った無線端末装置の在圏する
屋内基地局装置を特定するステップと、
　前記制御装置が、該特定された屋内基地局装置の位置情報が取得可能であるかを判断す
るステップと、
　前記制御装置が、前記判断するステップにおいて、該特定された屋内基地局装置の位置
情報が取得可能であると判断されない場合に、無線端末装置の位置情報が取得可能である
かを判断するステップと、
　前記制御装置が、位置情報を取得するステップと、
　前記制御装置が、取得された位置情報を含む測位応答を生成するステップと、
　前記制御装置が、前記測位応答を送信するステップと
　を有する方法。
【図面の簡単な説明】
【００８７】
【図１】一実施例に係る無線通信システムを示す説明図である。
【図２】一実施例に係るゲートウェイ装置を示す部分ブロック図である。
【図３】屋内基地局装置用位置記憶部に含まれる情報の一例を示す説明図である。
【図４】無線端末装置用位置記憶部に含まれる情報の一例を示す説明図である。
【図５】一実施例に係る屋内基地局装置を示す部分ブロック図である。
【図６】一実施例に係る屋内基地局装置の動作を示す説明図である。
【図７】一実施例に係る無線端末装置の動作を示す説明図である。
【図８】一実施例に係る無線端末装置を示す部分ブロック図である。
【図９】一実施例に係る無線端末装置の動作を示す説明図である。
【図１０】一実施例に係るゲートウェイ装置の動作を示すフロー図である。
【図１１】一実施例に係る屋内基地局装置の動作を示すフロー図である。
【図１２】一実施例に係る無線端末装置の動作を示すフロー図である。
【図１３】一実施例に係る無線通信システムの動作を示すフロー図である。
【符号の説明】
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【００８８】
　１００　無線端末装置
　１０２　送受共用部
　１０４　受信処理部
　１０６　接続処理部
　１０８　位置登録部
　１１０　記憶部
　１１２　GPS受信装置
　２００（２００１、２００２、２００３）　屋内基地局装置
　２０２　周辺セル情報受信部
　２０４　接続処理部
　２０６　GPS受信装置
　２０８　記憶部
　２５０（２５０１、２５０２、２５０３）　セル
　３００　通信網
　４００　ゲートウェイ装置
　４０２　接続処理部
　４０４　位置登録部
　４０６　屋内基地局装置用位置記憶部
　４０８　無線端末装置用位置記憶部
　４１０　緊急通報制御部
　５００　回線／パケット交換機
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